
１２月１１日（土） 商業大会１回戦レポート  

商業大会が行われました。初戦の相手は都立王子総合高等学校(以下王子総合、敬称略)となりました。つば

さ総合高校も制限のある中、感染症に気を付けながら練習を重ねてきました。 

(Q：クォーター、OF：オフェンス、DF：ディフェンス) 

１Q から、ボールマンへのプレッシャーが効き、王子総合の OF を組み立てさせない展開に、しかしながらこち

らも練習どおりの OFを組み立てられず得点を重ねられません。１４－１０の 4点リードで終えました。 

２Q では、引き続き粘った DF で簡単な得点を許しませんでした。OF では早い展開で得点を重ねていき、前

半を 35－22でリードを広げて折り返します。 

３Q、立ち上がりから集中力が切れたつばさ総合は、ターンオーバーが目

立ちました。そこを王子総合につかれ点差を一気に縮められる展開になりま

す。追い上げられそうになったところを、♯9 の 3 ポイントシュートが流れを

再びつばさ総合に引き寄せます。♯5 も苦しいところで得点し、３Q 終了、

48－39。 

４Q、つばさ総合はメンバーを変えて早い展開で引き離しにかかります。

お互い得点を重ねる展開に。終了 2 分 30 秒前、王子総合はオールコート

プレスを仕掛け逆転を狙ってきます。厳しいプレッシャーに慌てるつばさ総

合は連続得点を許し、対応できず、流れを切るためにタイムアウト。スターテ

ィングメンバーに戻し、プレスに対応して最終スコア 71－61試合終了。 

 

今回の試合は、新人戦でできなかった、複数選手でタイムシェアをして戦えたこ

とが、良かったと思います。新人戦では活躍できなかった選手の成長が見られた

ことはチームにとってプラスなことでした。しかし、終始、相手のペースに合わせ

て、自分たちの形が出せないままでした。マンツーマンDFでは2線、3線の声掛

け、位置、視野がまだまだ適切ではない場面が目立ちました。チームルールの徹

底、練習以外の学校生活から行動変容していくことを部員全員で意識し、土曜日

の都立葛飾商業高等学校の試合に臨んでいきたいと思います。 

今後も誰からも応援される特別なチームを目指してチームスタッフ、部員共々

頑張っていきます。これからも応援宜しくお願いします！ 
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